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日
本
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
団
体
連
合
会
（
Ｔ
Ｉ
Ｊ
、
舩
山
龍
二
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、

「
中
国
に
お
け
る
外
資
系
旅
行
会
社
、
お
よ
び
査
証
（
ビ
ザ
）
に
関
す
る
要
望
書
」
を

本
保
芳
明
観
光
庁
長
官
に
提
出
し
た
。
要
望
書
は
、
日
本
を
含
め
た
外
資
系
旅
行
会
社

が
中
国
国
内
で
観
光
客
の
取
り
扱
い
が
で
き
る
よ
う
中
国
政
府
に
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
ビ
ザ
発
給
手
続
き
の
改
正
や
発
給
体
制
の
強
化
を
求
め
て
い
る
。

要
望
書
に
よ
る
と
、
中
国

で
は
旅
行
社
管
理
条
例
な
ど

で
外
資
系
企
業
に
よ
る
中
国

人
の
海
外
旅
行
業
務
は
許
可

さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
会
社

の
設
置
を
許
可
さ
れ
た
と
し

て
も
本
店
の
み
で
あ
り
、
同

一
市
内
の
お
け
る
支
店
開
設

も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

要
望
書
は
、
同
条
例
改
正

を
中
国
政
府
に
働
き
か
け
、

外
資
系
企
業
に
よ
る
観
光
旅

行
の
取
り
扱
い
を
含
む
中
国

人
海
外
旅
行
業
務
と
支
店
開

設
の
解
禁
を
求
め
た
。
「
中

国
で
海
外
旅
行
業
務
（
訪
日

旅
行
業
務
）
に
携
わ
れ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
新
た
な
視

点
か
ら
訪
日
旅
行
を
開
発
す

る
こ
と
が
で
き
、
中
国
国
民

に
と
っ
て
も
選
択
肢
が
広
が

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」
と
Ｔ

Ｉ
Ｊ
は
言
う
。

ビ
ザ
に
つ
い
て
は
、
旅
券

に
貼
付
す
る
現
行
の
方
式
か

ら
、
団
体
ご
と
に
名
簿
を
作

成
し
ビ
ザ
を
発
給
す
る
「
名

簿
方
式
」
に
変
更
。
「
こ
れ

に
よ
り
在
外
公
館
や
旅
行
会

社
の
負
担
軽
減
が
図
れ
る
」

と
Ｔ
Ｉ
Ｊ
は
見
る
。
併
せ
て

日
本
の
入
国
審
査
体
制
の
迅

速
化
を
要
望
し
た
。

昨
年
３
月
か
ら
家
族
観
光

ビ
ザ
制
度
が
試
行
さ
れ
て
い

る
が
、
「
日
中
双
方
か
ら
の

添
乗
員
が
必
要
と
い
う
制
約

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
４
組
１０

人
と
い
う
わ
ず
か
な
発
給
事

例
し
か
な
い
」
（
Ｔ
Ｉ
Ｊ
）

こ
と
を
受
け
、
添
乗
員
制
度

の
見
直
し
や
年
収
要
件
の
１２

万
元
へ
の
引
き
下
げ
、
添
乗

員
が
不
要
と
な
る
富
裕
層
向

け
「
個
人
観
光
ビ
ザ
」
の
創

設

な
ど
も
盛
り
込
ん
で

い
る
。

「
個
人
観
光
ビ
ザ
の
創
設

に
よ
り
、
中
国
人
の
大
幅
な

訪
日
旅
行
意
欲
、
特
に
経
済

波
及
効
果
の
高
い
富
裕
層
の

訪
日
旅
行
需
要
が
喚
起
さ
れ

る
」
（
同
）
と
し
て
い
る
。

【
内
井
高
弘
】

▽
日
本
観
光
旅
館
連
盟
�

６
月
２
日
、
東
京
・
グ
ラ
ン

ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
赤
坂

▽
国
際
観
光
旅
館
連
盟
�

６
月
４
日
、
東
京
・
グ
ラ
ン

ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
赤
坂

▽
全
国
旅
館
生
活
衛
生
同

業
組
合
連
合
会
�
〈
総
会
〉

６
月
１５
日
、大
分
県
由
布
院
、

〈
大
会
〉
６
月
１６
日
、
大
分

県
別
府
市
・
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ

ザ
▽
日
本
ホ
テ
ル
協
会
�
３

月
１８
日
、
東
京
・
ロ
イ
ヤ
ル

パ
ー
ク
ホ
テ
ル

▽
全
日
本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

連
盟
�
６
月
１８
日
、
東
京
・

芝
弥
生
会
館

▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ

ル
連
盟
�
６
月
３
日
、
東
京

・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
東

京
▽
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
�
２

月
１８
日
、
東
京
・
シ
ェ
ラ
ト

ン
都
ホ
テ
ル
東
京

▽
日
本
旅
行
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
�
２
月
１７
日
、
東

京
・
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
▽
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
協
定
旅

館
ホ
テ
ル
連
盟
�
４
月
１４

日
、
東
京
・
九
段
会
館

▽
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
協
定
旅

館
ホ
テ
ル
連
盟
�
６
月
１１

日
、
東
京
・
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン

▽
タ
ビ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン

協
定
連
盟
�
５
月
２５
日
、
沖

縄
県
宮
古
島
・
ホ
テ
ル
ア
ト

ー
ル
エ
メ
ラ
ル
ド
宮
古
島

▽
東
武
ト
ラ
ベ
ル
協
定
旅

館
連
盟
�
２
月
２４
日
、
東
京

・
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東

京
▽
読
売
旅
行
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
�
７
月
中
旬
、
東

京
（
予
定
）

▽
農
協
観
光
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
�
６
月
３０
日
、
東

京
・
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル

▽
名
鉄
観
光
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
�
３
月
２３
日
（
予

定
）▽

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
会
�
未
定

▽
Ｊ
Ａ
Ｌ
セ
ー
ル
ス
各
施

設
連
盟
�
未
定

▽
日
本
観
光
協
会
�
６
月

１１
日
、
東
京
・
東
京
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル

▽
日
本
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業

団
体
連
合
会
�
６
月
１０
日
、

東
京
・
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
赤
坂

▽
日
本
温
泉
協
会
�
東
京

で
６
月
に
予
定

▽
日
本
旅
行
業
協
会
�
６

月
１８
日
、
東
京
・
経
団
連
会

館

▽
全
国
旅
行
業
協
会
�
６

月
２４
日
、
東
京
・
虎
ノ
門
パ

ス
ト
ラ
ル

▽
日
本
添
乗
サ
ー
ビ
ス
協

会
�
３
月
１８
日
、
東
京
・
メ

ル
パ
ル
ク
東
京

▽
国
際
観
光
日
本
レ
ス
ト

ラ
ン
協
会
�
２
月
２６
日
、
東

京
・
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

▽
国
際
観
光
施
設
協
会
�

６
月
１５
日
、
早
稲
田
大
学
大

隈
講
堂

観
光
は
平
和
へ
の
パ
ス
ポ

ー
ト
と
い
わ
れ
る
が
、
欧
州

に
お
け
る
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定

は
、
平
和
団
体
と
し
て
現
状

最
大
単
位
で
あ
る
国
と
国
が

観
光
交
流
を
通
し
て
「
よ
り

く
く

大
き
な
平
和
の
括
り
を
目
指

そ
う
と
努
力
し
て
い
る
兆

し
」と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
９
８
５
年
、
共
通
の
出

入
国
管
理
と
国
境
シ
ス
テ
ム

を
可
能
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル

ク
セ
ン
ブ
ル
グ
の
５
カ
国

で
、
シ
ェ
ン
ゲ
ン
合
意
協
定

が
結
ば
れ
た
。
９６
年
、
シ
ェ

ン
ゲ
ン
実
施
協
定
に
２６
カ
国

が
参
加
。
９７
年
、
欧
州
連
合

条
約
の
枠
組
み
に
組
み
込
ま

れ
、
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
は
、

事
実
上
、
欧
州
共
同
体
の
一

部
と
な
っ
た
。
締
結
国
の
国

民
は
シ
ェ
ン
ゲ
ン
域
内
を
自

由
往
来
す
る
。
査
証
免
除
対

象
国
の
国
民
は
共
通
の
シ
ェ

ン
ゲ
ン
査
証
で
自
由
往
来
が

で
き
、
査
証
免
除
対
象
国
以

外
の
国
民
は
最
初
に
入
国
す

る
大
使
館
に
査
証
申
請
す

る
。近

隣
国
の
間
で
、
観
光
を

巡
っ
て
交
流
拡
大
を
目
指
そ

う
と
い
う
試
み
と
し
て
、
日

中
韓
観
光
大
臣
会
合
が
あ

る
。
０６
年
、
北
海
道
で
第
１

回
会
合
。
０７
年
、
中
国
の
青

島
で
第
２
回
会
合
。
０８
年
、

韓
国
の
釜
山
で
の
第
３
回
会

合
で
は
、
冬
柴
鐵
三
国
土
交

シ
ョ
ウ
・
キ
イ

通
相
、
中
国
の
邵
�
偉
国
家

ユ
・
イ
ン
チ
ョ
ン

旅
游
局
長
、
韓
国
の
柳
仁
村

文
化
体
育
観
光
部
長
官
が
会

談
し
た
。
第
４
回
会
合
は
今

年
、
再
び
日
本
で
開
催
、
日

中
韓
域
内
観
光
交
流
の
促

進
、
域
内
外
の
観
光
交
流
の

促
進
に
つ
い
て
、
継
続
的
な

協
議
が
行
わ
れ
る
運
び
と
な

っ
て
い
る
。

日
中
韓
の
交
流
人
口
は
０５

年
１
２
４
９
万
人
、
０６
年
１

３
８
４
万
人
、
０７
年
１
５
６

１
万
人
と
推

移
し
て
お
り

「
１０
年
ま
で

に
１
７
０
０

万
人
」
の
数

値
目
標
は
達

成
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
伸
び
は
訪
中

韓
国
人
数
、
訪
中
日
本
人
数

の
好
調
な
伸
び
に
支
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
訪
韓
中
国

人
数
、
訪
日
中
国
人
数
の
伸

び
は
依
然
と
し
て
低
調
で
あ

る
。
０７
年
の
実
績
で
は
訪
中

韓
国
人
４
７
８
万
人
、
訪
中

日
本
人
３
９
８
万
人
に
対
し

て
、
訪
韓
中
国
人
１
０
７
万

人
、
訪
日
中
国
人
９４
万
人
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
訪
日
韓
国

人
は
２
６
０
万
人
、
訪
韓
日

本
人
は
２
２
４
万
人
で
あ
っ

た
。
日
中
韓
三
国
間
の
６
つ

の
交
流
回
路
の
う
ち
、
中
国

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
２
つ
が

好
調
、
中
国
の
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
の
２
つ
が
低
調
、
こ
の

乖
離
は
さ
ら
に
拡
大
の
傾
向

に
あ
る
。

観
光
は
行
っ
た
り
来
た

り
、
そ
こ
か
ら
相
互
理
解
が

う
ま
れ
、
平
和
の
括
り
が
拡

大
す
る
と
考
え
る
の
が
、
ツ

ー
ウ
ェ
イ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
理

念
。
と
す
れ
ば
、
中
国
を
め
か
い

り

ぐ
る
イ
ン
と
ア
ウ
ト
の
乖
離

拡
大
傾
向
は
問
題
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
日
中
韓
観
光

大
臣
会
合
の
目
標
も
単
に
総

数
と
し
て
の
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
指
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
だ
ろ
う
。

日
本
人
の
訪
中
観
光
に
つ

い
て
は
、
０３
年
か
ら
は
１５
日

ま
で
な
ら
、
査
証
な
し
で
、

個
人
で
の
観
光
が
で
き
る
。

一
方
、
中
国
人
の
訪
日
観
光

に
つ
い
て
は
０５
年
か
ら
中
国

全
土
に
対
象
が
拡
大
さ
れ
た

も
の
の
、
団
体
観
光
査
証
で

の
観
光
し
か
認
め
ら
れ
て
い

な
い
。

４
人
以
上
４０
人
以
下
の
人

数
、
１５
日
以
内
、
中
国
側
添

乗
員
１
人
、
日
本
側
添
乗
員

１
人
が
必
要

が
そ
の

内
容
で
あ

る
。
査
証
の

申
請
に
先
立

っ
て
現
地
旅

行
会
社
に
保
証
金
を
預
け
る

が
、
そ
の
額
は
１
人
当
た
り

５
万
人
民
元
と
い
わ
れ
て
い

る
。
帰
国
後
に
返
さ
れ
る
に

し
て
も
、
日
本
円
に
し
て
約

７０
万
円
と
か
な
り
の
高
額
で

あ
る
。
０７
年
で
は
訪
日
中
国

人
９４
万
人
の
う
ち
、
２３
万
人

が
団
体
観
光
査
証
で
の
訪
日

で
あ
っ
た
。
個
人
観
光
査
証

に
近
い
も
の
と
し
て
、
０８
年

３
月
か
ら
中
国
全
土
対
象
に

家
族
観
光
査
証
の
発
給
が
開

始
さ
れ
た
。
十
分
な
経
済
力

を
有
す
る
者
と
そ
の
三
親
等

以
内
の
親
族
で
２
人
な
い
し

３
人
の
人
数
、
１５
日
以
内
、

中
国
側
添
乗
員
１
人
、
日
本

側
添
乗
員
１
人
が
必
要
。
十

分
な
済
力
と
は
、
年
収
２５
万

人
民
元
以
上
を
指
す
。
せ
っ

か
く
の
制
度
で
あ
る
が
、
家

族
観
光
査
証
で
の
訪
日
は
、

３
月
か
ら
１２
月
ま
で
の
９
カ

月
間
で
た
っ
た
の
４
組
１０
人

で
あ
っ
た
。

０７
年
の
中
国
人
の
外
国
旅

行
者
数
は
４
０
９
５
万
人

（
前
年
度
比
１８
・
６
％
の
伸

び
）
で
あ
っ
た
が
、
同
年
の

中
国
人
の
日
本
旅
行
者
数

は
、前
記
の
通
り
９４
万
人（
同

１６
・
１
％
の
伸
び
）
に
と
ど

ま
っ
た
。
中
国
の
ア
ウ
ト
バ

ウ
ン
ド
に
日
本
の
占
め
る
割

合
は
２
・
３
％
に
し
か
過
ぎ

な
い
。
経
済
的
な
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
こ
と
も
あ
る
が
、
な

に
よ
り
も
「
個
人
で
の
観
光

が
で
き
な
い
」
こ
と
が
、
中

国
人
の
訪
日
を
減
速
さ
せ
て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。「
観

光
は
平
和
の
括
り
拡
大
の
ソ

フ
ト
パ
ワ
ー
」
「
平
和
の
括

り
は
近
隣
か
ら
」
の
観
点
か

ら
も
、
対
応
が
求
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
昨
年
秋
に

ス
タ
ー
ト
し
た
観
光
庁
に
は

強
力
な
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
を
期

待
し
た
い
。

観
光
関
連
団
体

０９
年
の
総
・
大
会
日
程

ＴＩＪ

観
光
庁
に
要
望
書
提
出

中
国
人
客

訪
日
拡
大

規
制
緩
和
な
ど
求
め
る

香川 眞氏

本
保
長
官
（
右
）
に
要
望
書

を
手
渡
す
舩
山
会
長

日
本
国
際
観
光
学
会
会
長

流
通
経
済
大
教
授

国
観
連
客
室
流
通
事
業
ス
タ
ー
ト

直
販
サ
イ
ト
１２
月
１９
日
か
ら

国
際
観
光
旅
館
連
盟
（
佐

藤
義
正
会
長
）
の
理
事
会
が

１２
月
１２
日
、
東
京
都
内
の
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
た
�
写
真
。

観
光
庁
の
観
光
産
業
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
促
進
事
業
を
導
入

し
た
客
室
流
通
効
率
化
・
高

度
化
事
業
の
ス
タ
ー
ト
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。
同
事
業
で

は
、
旅
館
が
企
画
し
た
宿
泊

プ
ラ
ン
を
直
販
す
る
独
自
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
１２
月
１９
日

に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
。

客
室
流
通
に
関
す
る
事
業

は
、
総
合
情
報
サ
イ
ト
の
運

営
会
社
や
予
約
シ
ス
テ
ム
の

提
供
会
社
な
ど
と
共
同
で
実

施
。
主
に
客
室
稼
働
率
が
低

い
平
日
に
向
け
、
新
規
需
要

を
開
拓
で
き
る
宿
泊
プ
ラ
ン

を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
直
販

す
る
。
参
加
旅
館
は
約
４０
軒

を
予
定
し
て
い
る
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
名
は
「
旅

館
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
『
宿
あ
そ
び
』
（http
:

//w
w
w
.y
a
d
o
a
so
b
i.jp

/

）
。
期
間
は
年
末
年
始
を

除
き
来
年
２
月
１５
日
ま
で
の

予
定
。
サ
イ
ト
は
人
気
の
高

い
総
合
情
報
サ
イ
ト
「
オ
ー

ル
ア
バ
ウ
ト
」
の
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
理
事
会
で
は
新

規
会
員
の
拡
大
に
向
け
て
、

正
会
員
資
格
の
見
直
し
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。
改
正
案
が
ま
と
ま
れ

ば
、
次
期
総
会
に
諮
る
。

シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
参
考

�
対
中
政
策
�が
課
題
に

長崎県の旅館女将ら

麻生首相と懇談
地域支援策などを要望

長
崎
県
の
雲
仙
温
泉
と
小

浜
温
泉
の
女
将
ら
約
３０
人
は

１２
月
７
日
朝
、
雲
仙
九
州
ホ

テ
ル
で
麻
生
太
郎
首
相
と
１

時
間
懇
談
し
た
。

う
ぐ
い
す
や
旅
館
の
高
木

ア
ズ
ミ
女
将
（
小
浜
温
泉
旅

館
組
合
女
性
部
部
長
）は「
世

界
的
金
融
危
機
で
農
林
漁
業

や
観
光
業
も
苦
戦
し
て
い
る

が
、
長
年
の
念
願
だ
っ
た
観

光
庁
が
１０
月
ス
タ
ー
ト
し

た
。
私
た
ち
は
人
々
に
健
康

と
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
温
泉

事
業
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

す
」
と
女
将
ら
を
代
表
し
て

あ
い
さ
つ
し
た
。

麻
生
首
相
は
「
例
え
ば
、

和
倉
温
泉
の
加
賀
屋
は
早
く

か
ら
台
湾
人
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
着
目
し
て
、
誘
致
に
成
功

し
た
。
日
本
旅
館
の
お
も
て

な
し
の
心
を
主
体
に
し
て
外

国
人
旅
行
客
に
も
対
応
で
き

る
社
員
教
育
を
徹
底
し
て
き

た
成
果
が
で
て
い
る
」
と
話

し
、
宿
に
お
け
る
ス
タ
ッ
フ

教
育
の
大
切
さ
を
説
い
た
。

宮
崎
旅
館
の
宮
崎
美
雅
子

女
将
（
雲
仙
旅
館
ホ
テ
ル
組

合
婦
人
部
）
は
「
１
月
１０
日

か
ら
博
多
〜
雲
仙
間
の
直
行

送
迎
バ
ス
を
片
道
１
千
円
で

運
行
す
る
。
公
共
の
電
車
、

バ
ス
を
使
う
と
約
６
千
円
か

か
る
が
、
貸
し
切
り
バ
ス
代

を
雲
仙
温
泉
の
宿
１４
軒
で
案

分
し
て
宿
泊
客
向
け
に
共
同

運
行
す
る
」
と
誘
客
の
た
め

の
新
し
い
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
。そ
の
上
で「
最
低
９
カ

月
間
は
続
け
る
つ
も
り
だ

が
、負
担
は
重
い
。行
政
の
協

力
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組

み
が
あ
れ
ば
」と
話
し
、地
域

振
興
支
援
策
を
要
望
し
た
。

文
化
審
議
会
（
石
沢
良
昭

会
長
）
は
１２
月
１２
日
、
群
馬

県
富
岡
市
の
割
烹
旅
館
と
き

わ
荘
本
館
な
ど
１
５
８
件
の

建
造
物
を
登
録
有
形
文
化
財

（
建
造
物
）
と
す
る
よ
う
、

塩
谷
立
文
部
科
学
相
に
答
申

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
同
文
化

財
は
累
計
で
７
４
０
８
件
に

な
る
。

と
き
わ
荘
は
本
館
の
ほ
か

土
蔵
、
長
屋
門
も
登
録
対
象

と
な
っ
た
。
富
岡
倉
庫
を
経

営
し
て
い
た
櫛
渕
家
の
元
別

宅
で
、
本
館
は
平
屋
建
て
３

棟
を
雁
行
に
配
し
、
細
部
の

意
匠
も
凝
ら
し
た
近
代
的
和

風
住
宅
。
１
９
６
１
年
に
現

在
の
祖
母
ら
が
割
烹
旅
館
開

業
の
た
め
購
入
し
た
と
い
わ

れ
る
。

ま
た
、
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎

の
老
舗
旅
館
、
茅
ヶ
崎
館
は

１
８
９
９
年
創
業
。
湘
南
海

岸
を
望
む
高
台
に
建
ち
、
映

画
監
督
・
小
津
安
二
郎
氏
の

定
宿
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
関
西
の
本
格

的
ホ
テ
ル
の
先
駆
け
と
な
っ

た
兵
庫
県
西
宮
市
の
旧
甲
子

園
ホ
テ
ル
（
武
庫
川
女
子
大

甲
子
園
会
館
）
な
ど
も
入
っ

て
い
る
。

最
優
秀
賞
に

神
奈
川
の
女
性

Ｔ
Ｉ
Ｊ
は
１２
月
３
日
開
い

た
ツ
ー
リ
ズ
ム
サ
ミ
ッ
ト
２

０
０
８
で
「
１
ウ
イ
ー
ク
バ

カ
ン
ス
」
旅
行
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
の
表
彰
式
を
行
っ

た
。
最
優
秀
賞
に
は
「
心
に

残
る
作
家
を
訪
ね
る
旅
」
を

書
い
た
神
奈
川
県
の
川
村
玲

子
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ

た
。Ｔ

Ｉ
Ｊ
は
今
年
度
か
ら
、

連
休
に
有
給
休
暇
を
加
え
て

１
週
間
程
度
の
連
続
休
暇
取

得
を
奨
励
す
る
１
ウ
イ
ー
ク

バ
カ
ン
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
盛

り
上
げ
、
旅
行
に
出
て
も
ら

う
気
運
を
高
め
る
た
め
、
コ

ン
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。
全
国

か
ら
２
８
９
件
の
応
募
が
あ

り
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞

を
含
む
６
作
品
を
選
ん
だ
。

川
村
さ
ん
の
作
品
は
宮
沢

賢
治
、
石
川
啄
木
、
太
宰
治

の
ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
、
最

後
は
函
館
に
小
林
多
喜
二
を

訪
ね
る
と
い
う
「
心
の
贅
沢

を
楽
し
む
旅
」
（
Ｔ
Ｉ
Ｊ
）

と
な
っ
て
い
る
。

文化審

１５８
件
の
登
録
を
答
申

建
造
物

割
烹
旅
館
な
ど
対
象

雲仙市の法被を着てあいさつする麻生首相

http://www.teroson.co.jp/someq
http://www.jtb.co.jp/e
http://www.aquas.co.jp
http://www.jtb.co.jp

